
第６学年 理科学習指導案 

授業者 阿 部 伸 也 

Ⅰ 単元名 植物のからだのはたらき 

Ⅱ 単元の構想 

 １ 学習指導要領に示されている指導目標及び内容 

 

 

 

 

 

２ 単元について 

〈教材について〉 〈単元の目標〉 〈高めたい子どもの実態〉 

○ とらえさせたい科学的価値 
・ 条件を制御して調べる活動を
通して，植物の体のつくりとそ
の働きについて推論できること 

・ 植物が自ら体内ででんぷんを
つくりだしていること 

・ 植物の体内には水の通り道が
あり，隅々まで水が行きわたっ
ていること 

・ 植物と動物の類似点と相違点 
○ 子どもの視点からの価値 
（上記に加え） 

・ 植物の体の巧みさの実感 
・ 身近な植物とのかかわりの実

感 

植物にとって日光はどんなはたら
きをしているかに興味をもち，日光に
当てた葉と当てなかった葉を調べ，植
物は葉に日光が当たるとでんぷんが
できることをとらえることができる
ようにする。また，植物体内での水の
ゆくえに興味をもち，植物に着色した
水を吸わせて調べ，植物の体内には水
の通り道があり，根から吸い上げられ
た水は，主に葉から水蒸気として排出
されることをとらえることができる
ようにする。 

○ 関心・意欲・態度の面から 
・ 学んだことが身近な植物にも
成り立つか確かめようとする
こと。 

○ 科学的な思考・表現の面から 
・ 実験結果をもとに推論し，自
分の考えを表現すること。 

○ 技能の面から 
・ 条件を制御した実験を計画
し,結果を的確に処理すること 

○ 知識・理解の面から 
・ 植物の体のつくりと働き 
・ 植物の日光，水とのかかわり 

〈復興教育（３つの教育的価値）との関連〉 

１ 生命や心について【いきる】 「①【かけがえのない生命】」とのかかわり 
 観察や実験に使うジャガイモやホウセンカを自分たちで育てることにより，植物の体のつくりや働きの
巧みさに感動するとともに成長の喜びや自然の恵みのありがたさを感じる。 

２ 人や地域について【かかわる】 「⑨【仲間や地域の人々とのつながり】」とのかかわり 
  問題解決の過程において，自然事象に対する自分の見方，考え方を表現し合い，またそのよさをお互いに
理解し合うことで，自分の考えの深まりを実感し，互いに支え合う仲間の大切さを感じる。 

 

３ 学習の系統（関連と発展）Ｂ生命・地球の「生命」を柱として 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第６学年 Ｂ 生命・地球 
⑵ 植物の養分と水の通り道 
  植物を観察し，植物の体内の水などの行方や葉で養分をつくる働きを調べ，植物の体のつくりと働
きについての考えをもつことができるようにする。 

 ア 植物の葉に日光が当たるとでんぷんができること。 
 イ 根，茎及び葉には，水の通り道があり，根から吸い上げられた水は主に葉から蒸散していること。 

３年 昆虫と植物 
 ・ 昆虫の成長と体のつくり 

・ 植物の成長と体のつくり 

４年 人の体のつくりと運動 
・ 骨と筋肉，関節の働き 

４年 季節と生物 
 ・ 動物の活動と季節 

・ 植物の成長と季節 

５年 植物の発芽，成長，結実 
・ 種子の中の養分 

・ 発芽・成長の条件 

・ 植物の受粉，結実 

６年 人の体のつくりと働き 
 ・ 呼吸 

 ・ 消化・吸収 

 ・ 血液循環 

 ・ 主な臓器の存在 

 

６年 植物の養分と水の通り
道 

・ 植物の葉に日光が当た
るとでんぷんができるこ
と 

・ 根，茎及び葉には，水
の通り道があり，根から
吸い上げられた水は主に
葉から蒸散していること 

家庭・地域・社会 
・ 植物を育てた経験 

・ 野菜や果実を食べた経験 

・ 葉や茎で遊んだ経験 

・ 雑草を抜いた経験 

６年 生物と環境 
 ・ 生物と水，空気とのかかわ

り 

・ 食べ物による生物の関係 

中１ 植物の体のつくりと働き 
・ 花のつくりと働き 

・ 葉・茎・根のつくりと働き 

中２ 動物の体のつくりと働き 
 ・ 生命を維持する働き 

・ 刺激と反応 

家庭・地域・社会 
 ・ 植物を育てるとき 

・ 農薬などの問題について考
えるとき 

・ 自然との共利共生 

 



４ 評価規準 

自然事象への 

関心・意欲・態度 
科学的な思考・表現 観察・実験の技能 

自然事象についての 

知識・理解 
① 植物にとって日光は

どんなはたらきをし
ているかに興味をも
ち，進んでそれらのこ
とがらについて考え
ようとしている。 

② 植物は，水をどのよう
にしてからだ全体に
運んでいるかに興味
をもち，進んで調べよ
うとしている。     

① 葉に日光が当たると
でんぷんができるこ
とを，実験結果をもと
に推論し，表現してい
る。 

② 植物の根からとり入
れられた水は，からだ
の中の決まった通り
道を通って，からだ全
体に運ばれると推論
し，表現している。  

① 日光に当てた葉と当
てなかった葉を比較
して，でんぷんがある
かどうかを調べ，結果
を記録している。 

② 着色した水で染まっ
た植物の根，茎，葉な
どのようすや，植物の
葉にかぶせた袋のよ
うすを観察し，その結
果を記録している。 

① 植物の葉に日光が当
たると，でんぷんがで
きることを理解して
いる。  

② 植物の体内には水の
通り道があり，根から
吸い上げられた水は，
主に葉から水蒸気と
して排出されている
ことを理解している。 

 

５ 指導計画（全８時間） 

時 学習活動 ◆研究にかかわる手立て 指導上の留意点と評価 

第
１
次 

植
物
は
日
光
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
っ
て
い
る
か 
４

時
間 

○日なたと日陰のジャガイモを比較
し，何が原因で違いがでたのかを
考える。 

 

 

○調べる方法を考えて，実験の準備
をする。 

手立て１ 焦点化 
◇日なたと日陰で育てたジャガイモ
を用意し，違いを明確にさせる。 

 

 

 

 

 

・条件を制御して実験できる
ようにする。 

＜２時間扱い＞ 
○葉に日光が当たるとでんぷんがで
きるかどうかを調べる。 

 

○結果を表にまとめ，考察をする。 

 

 
手立て２ 可視化 
◇結果を表にまとめることで，全体の
傾向をとらえることができるよう
にする。 

 
 

 

 

 

○自分の選んだ植物の葉でも，でん
ぷんができているかどうかを調べ
る。 

 
 
手立て３ とらえ直し 
◇身近な植物でも葉に日光が当たる
とでんぷんができるか話し合う。 

 

・栽培している植物ばかりで
なく，身近な自然の中から
も選ぶことができるよう助
言する。 

第
２
次 

水
は
植
物
の
ど
こ
を
通
る
の
か 

４
時
間 

○しおれた植物に水を与えると再び
元気になることから，その理由を
考える。 

 

 

 

○植物を着色した水に入れて，どこ
が染まるかを観察する。 

 

○結果をまとめ，考察をする。 

 

 

 

○身近な野菜にも水の通り道がある
ことを観察する。 

 

○体全体へ運ばれた水は，その後ど
うなるのか話し合う。 

手立て１ 焦点化 
◇元気なホウセンカとしおれたホウ
センカを用意し，違いを明確にさせ
る。 

 
 
手立て２ 可視化 
◇自分の予想図と比べながら，スケッ
チさせることで，決まった部分を通
っていることに気づかせる。 

 
 
 
手立て３ とらえ直し 
◇セロリやアスパラガスといった身
近な野菜などを提示する。また，体
全体へ運ばれた水は，その後どうな
るのか考えさせる。 

 

・生活経験やこれまでの学習
と関連付け，元気になった
理由を考えることができる
ようにする。 

 

 

 

・実験の前にどこを通るのか
絵にかかせて予想させ，視
点を明確にして観察できる
ようにする。 

 

ジャガイモの葉に日光が当たると，でんぷんができるのだろうか。 

ジャガイモの葉に日光が当たると，でんぷんができる。 

他の植物も葉に日光が当たると，でんぷんができるのだろうか。 

植物の葉に日光が当たると，でんぷんができる。 

水は，ホウセンカのからだのどこを通って，全体に運ばれるのだろう
か。 

ホウセンカの根，くき，葉には，水の通り道があり，水はそこを通
ってからだ全体へと運ばれる。 

関心・意欲・態度① 

発言・記録 

技能① 

行動観察・記録 

思考・表現① 
発言・記録 

知識・理解① 

発言・記録 

関心・意欲・態度② 

発言・行動観察 

技能② 

行動観察・記録 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 本時の指導 
 １ 指導の構想 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

第
２
次 

水
は
植
物
の
ど
こ
を
通
る
の
か 

４
時
間 

＜２時間扱い＞ 
 

 

○葉から水が出ているか，葉がつい
た植物と葉をとった植物で調べる
計画を立て，実験の準備をする。 

 

 

 

 
 
 
・条件を制御して実験できる
ようにする。 

＜本時＞ 
○実験結果から，葉の役割について
話し合う。 

 
 
 
○葉の表面を顕微鏡で観察する。 
 
 
 
 
 
 
○蒸散の意味について話し合う。 

手立て１ 焦点化 
◇葉がついた植物と葉をとった植物
の実験結果を提示し，「葉の役割」
に問題を焦点化させる。 

 
 
手立て２ 可視化 
◇自分の予想と比べながら，スケッチ
させる。 

 
 
 
 
手立て３ とらえ直し 
◇蒸散をするとどんなよいことがあ
るかを問うことにより，これまでの
学習や生活経験を結び付けて考え
られるようにする。 

 

 

 

 

 

 

・葉をちぎって，裏側のうす
い皮をはがし，顕微鏡で観
察させる。 

・ホウセンカ以外の植物もい
くつか用意しておく。 

○植物と日光とのかかわりや植物の
水の通り道についてまとめる。 

  
 
 

手立て１ 焦点化 
（葉がついたホウセンカ㋐と葉をとったホウセンカ㋑にふくろを 
かぶせ，しばらくおいたものを提示し，ビニール袋の内側の様子  ㋐     ㋑ 
の違いを視点に比較して） 
Ｔ この実験結果からどんなことが分かりますか。 
Ｃ 根から吸い上げられた水が葉から出ていくことが分かります。 
（Ｔ 疑問に思ったことはありますか。） 
Ｃ でも，葉からどうやって出ていくのだろう。 
Ｃ 葉に水の出口があるのかな。 
Ｃ 調べてみたいな。 

根からくきを通ってきた水は，主に葉から水蒸気になって出ていく。
葉には，水蒸気が出ていくあな（気孔）がある。植物のからだの水が
水蒸気になって出ていくことを，蒸散という。 

からだ全体へ運ばれた水は，その後どうなるのだろうか。 

葉に水の出口はあるのだろうか。 

知識・理解② 

発言・記録 

思考・表現② 

発言・記録 

本時にかかわる実感を伴って理解する子どもの姿 
植物は根から取り入れた水を葉から水蒸気として出すという一連の働きを理解し，植物

の体の巧みなつくりに感動する子ども 

手立て２ 可視化 
 自分の予想と比べながらスケッチさせることで，植物のからだの巧みなつくり
に気付かせる。 

Ｔ 葉に水の出口があるとしたら，どんな形をしているのでしょう。 
Ｃ 小さい丸かな。 
Ｃ 細い隙間があるのかな。 
（観察） 
Ｃ 何だか唇みたいなものがあるよ。 
Ｃ 唇と唇の間に隙間があるね。ここから水が出るのかな。 

追
究
の
見
直
し 

問
題
意
識
に
基
づ
い
た
追
究 

問
題
の
明
確
化 

手立て３ とらえ直し 
Ｔ 蒸散をするとどんなよいことがあるのでしょう。 
Ｃ 根から新しい水を吸うことができるよ。 
Ｃ ストローでジュースを飲むときと似ているね。 
Ｃ なるほど，そうすれば根から水と一緒に肥料を取り入れられるね。 
Ｃ 水は，人や動物でいう血液のような役割をしているんだね。 

これまでの学
習や，生活経験
と結び付けて
考えると･･･。 



２ 目 標  植物の体内には水の通り道があり，根から吸い上げられた水は，主に葉から水蒸気として排出さ
れていることをとらえることができる。 

３ 展 開 

段
階 

学習活動 
子どもの思考 

（◎は子どもの問題） 

時
間 

支援と評価 

（研究にかかわる手立て，評価） 
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① ㋐と㋑の違いについて

話し合い，問題を設定
する。 

 

 

 

 

 

 ㋐         ㋑ 

 

 

 

②予想する。 

 

 

 

 

③検証方法を見通し，観察
をする。 

 
 
 
 
 
 
④観察したことを交流す
る。 

 
 
 
⑤観察結果から考察する。 
 

 

 

⑥問題をまとめる。 

 

 

 

 

⑦蒸散の意味について話し
合う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑧学習の振り返りを書く。 

 
 
 
 
 
○㋐の袋の内側は水滴がたくさんつ

いているぞ。 
○㋑も少しくもっているね。 
◎㋐の方がくもるということは，葉か

ら水が出ていくということかな。葉
には水の出口があるのかな。 

 
 
 
 
 
 
○小さい丸い穴がたくさんあいてい

るのではないかな。 
○隙間があいているのではないか

な。 
 
○唇みたいなものがたくさん見える

ぞ。 
○真ん中に隙間があるようだよ。 
○別の植物ではどうかな。 
○別の植物でもやっぱり唇の形をし

たものがたくさん見えるな。 
 
 
○唇の形をしたものがたくさん見え

ました。 
○私が観察した別の植物の葉にも，同

じ形のものがたくさんあったよ。 
 
○唇の形をしたところから水が出て

いるのではないかな。 
 
 
 
 
 
 
 
○根から新しい水を吸うためではな

いかな。 
○なるほど，そうすれば根から肥料を

取り入れられるね。 
○人間は心臓がポンプの役割をして

いたけれど・・・。 
○ストローでジュースを飲むときとに

ているね。 
○水は，人や動物でいう血液のよう

な役割をしているんだね。 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

20 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

５ 

 

 

 

 

 

 

 

 

５ 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○予想を交流し合うことで，観察の
視点を明確にするとともに，観察
への意欲を高めたい。 

 

 

○葉をちぎって，裏側のうすい皮を
はがし，顕微鏡で観察させる。 

○ホウセンカ以外の植物もいくつ
か用意しておく。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

○植物の葉には，水蒸気が出ていく
あな（気孔）があること，また，
植物のからだの中の水が水蒸気
となって出ていくことを蒸散と
いうことを，動画等を用いて説明
する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○学習して驚いたことや新たにな
った自分の考えを書かせること
で，実感を見取っていきたい。 

〔活動のきっかけ〕 

葉がついたホウセンカ㋐と葉をとったホウセンカ㋑にふくろ
をかぶせ，しばらくおいたようすを見比べる。 

葉に水の出口はあるのだろうか。 

葉には，水蒸気が出ていくあながある。根からくきを通っ
てきた水は，主に葉から水蒸気になって出ていく。このこと
を蒸散という。 

手立て１ 焦点化 

葉がついたホウセンカ㋐

と葉をとったホウセンカ㋑

を提示し，結果をもとに思考

させることで，「葉の役割（水

蒸気が出ていく）」に問題を

焦点化させる。 

手立て２ 可視化 

自分の予想と比べながら

スケッチさせることで，植物

のからだの巧みなつくりに

気付かせる。 

知識・理解② 

発言・記録 

手立て３ とらえ直し 

どうして蒸散が必要なの

かを問うことによって，これ

までの学習や生活経験を結

び付けて考えられるように

する。 


